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『六

修

理

大

夫

条

六
条
藤
家
の
祖
藤
原
顕
季
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
伝
記
考
証
を
行
な
っ

ハ
1
〉

た
こ
と
が
あ
る
。
一
方
そ
の
家
集
『
六
条
修
理
大
夫
集
』
に
つ
い
て
は
若

(
2
)
 

干
の
私
見
を
述
べ
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
井
上
宗
雄
氏
『
平
安
後
期
歌
人

伝
の
研
究
』
(
八
五

i
九
五
頁
、
昭
日
刊
〉
や
『
私
家
集
大
成
』
第
二
巻

解
題
(
上
野
理
氏
執
筆
、
昭
印
刊
)
に
よ
っ
て
、
和
歌
の
年
次
推
定
や
諸

本
の
分
類
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
基
礎
的
な
事
柄
に
つ
い
て

は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
て
、
も
は
や
つ
け
加
え
る
こ
と
は
あ
ま
り
な

い
の
で
あ
る
が
、
近
時
、
所
在
不
明
で
あ
っ
た
伝
寂
蓮
筆
本
が
大
東
急
記

念
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
、

基
礎
的
な
資
料
を
ま
と
め
て
置
く
の
も
必
要
か
と
考
え
、
先
学
の
騒
尾
に

付
し
て
考
察
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
諸
本

『
六
条
修
理
大
夫
集
』
に
は
異
本
は
な
く
、
基
本
的
に
は
一
系
統
で
あ

る
が
、
本
文
の
特
徴
に
よ
り
分
類
を
試
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

川
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
伝
寂
蓮
筆
本

集

考
-----EE' 
i
 

E
E
F
J
 

上

新

良B

同
京
都
大
学
蔵
本

州
神
宮
文
庫
蔵
本
ハ
『
私
家
集
大
成
』
底
本
)
、
書
陵
部
蔵
御
所
本
、
書

陵
部
蔵
谷
森
本

同
竜
谷
大
学
蔵
本
、
松
平
文
庫
蔵
本
、
彰
考
館
蔵
本
、
群
書
類
従
本
、

国
会
図
書
館
蔵
本
、
天
理
図
書
館
蔵
本

耐
河
野
信
一
記
念
文
化
館
蔵
本
、
竜
谷
大
学
蔵
四
十
人
集
本
、
内
閣
文

庫
蔵
本
、
神
宮
文
庫
蔵
一
本
、
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
本
、
国
会
図
書

館
蔵
二
十
六
家
集
本

付
神
宮
文
庫
蔵
御
亙
本

以
上
に
お
け
る
分
類
基
準
は
次
の
諸
点
で
あ
る
。

ー
、
部
の
詞
書
(
『
私
家
集
大
成
』
に
よ
る
、
濁
点
私
意
、
以
下
同
じ
)

中
、
「
し
ぶ
く
や
ま
を
も
す
べ
ら
か
に
こ
え
に
け
れ
ば
、

ωさ
も
あ

は
れ
な
り
け
る
身
の
あ
り
さ
ま
を
、
も
て
あ
っ
か
ひ
て
、
(
中
略
)

お
も
ひ
で
も
な
き
宮
こ
な
れ
ど
、
さ
〉
が
に
の
倒
ほ
そ
か
り
け
る
こ

と
な
れ
ば
、
」
の

ω倒
に
そ
れ
ぞ
れ

ω
「
竹
の
み
や
こ
に
た
び
ね
を

q
u
 

A
叫
a



し
て
、
よ
h

の
ふ
る
ご
と
を
さ
へ
お
も
ひ
っ
ヌ
く
れ
ば
」
倒
「
い
と

ひ
さ
し
く
か
き
た
え
ぬ
る
は
こ
〉
ろ
」
(
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
に

よ
る
)
を
有
す
る
か
否
か
。

2
、
必
の
詞
書
中
「
正
月
十
日
行
幸
あ
り
し
つ
と
め
て
、
雪
の
ふ
り
た

り
し
に
、
内
侍
す
わ
う
さ
ぶ
ら
ふ
と
聞
て
、
っ
か
は
し
た
り
し
」
の

傍
点
部
分
を
有
す
る
か
否
か
。

3
、
『
堀
河
院
百
首
』
を
有
す
る
か
否
か
。

4
、
幻
「
万
代
の
」
の
歌
本
文
を
有
す
る
か
否
か
。

，
以
上
の
諸
点
に
つ
い
て
一
覧
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

川
間
同
川
口
同
岡
村

ー
有
有
無
無
無
無

2
有
有
有
無
無
欠

3
有
無
有
有
無
有

4

4
有
有
有
有
無
欠

詳
細
は
後
述
す
る
と
し
て
、
・
川
間

1tNの
関
係
に
つ
い
て
大
ま
か
に
述
べ

る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

同
が
や
や
異
色
の
本
文
を
持
つ
他
は
、
川
間
川
門

I
Nは
親
近
し
た
本
文
を

ハ
3
)

持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
凶
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
は
、
鎌
倉
期
の
書
写
と

考
え
ら
れ
る
唯
一
の
古
写
本
で
あ
り
、
欠
脱
も
な
い
最
善
本
で
あ
る
が
、

独
自
の
誤
り
が
例

I
Nに
は
継
承
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
、
川
w
t
N

の
い
ず
れ
の
祖
本
で
も
な
い
。
ま
た

N
I附
は
本
文
的
に
極
め
て
近
く
、

順
に
誤
脱
を
加
え
、
末
流
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
刊
は
さ
七
た
る
善
本

で
も
な
い
の
で
、
特
に
注
目
す
る
必
要
も
認
め
ら
れ
な
い
が
、
分
類
す
る

に
は
困
難
を
感
ず
る
本
で
あ
る
。
前
掲
分
類
基
準
の
2
、
4
の
二
点
に
つ

き
「
欠
」
と
し
た
の
は
、
そ
の
部
分
が
ち
ょ
う
ど
落
丁
に
当
っ
て
い
て
有

無
が
た
し
か
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
示
す
が
、

3
の
『
堀
河
院
百
首
』
も
後

述
す
る
よ
う
な
理
由
で
本
来
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
さ
り
と
て
本
文

の
比
較
か
ら
は
、
到
底
闘
に
は
分
類
で
き
ず
2

い
ず
れ
の
分
類
に
も
入
れ

難
く
、
別
立
て
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
下
諸
本
の
書
誌
と
問
題
点
を
記
述
す
る
。

Mn 

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
(
一

O
玉
l
)
二
1
一
)
本

〔

鎌

倉

後

期

〕

写

・

伝

寂

蓮

筆

一

帖

斐
紙
綴
葉
装
。
濃
緑
色
地
寒
山
拾
得
図
金
泥
綾
子
表
紙
(
二
三
了
六
×

一
六
・
三
糎
)
。
見
返
、
銀
切
箔
散
し
。
第
一
葉
オ
を
扉
と
し
、
中
央
に
題

策
「
顕
季
集
寂
蓮
筆
」
と
あ
り
、
右
肩
の
短
冊
に
「
寂
蓮
法
師
湖
畔

持
続
為
政
恥
秒
一
ぬ
」
と
し
「
岬
」
の
印
が
あ
る
。
墨
付
、
六
五
丁
ハ
扉
は

除
く
〉
、
遊
紙
、
前
(
扉
の
次
の
丁
)
一
丁
、
後
四
丁
。
字
面
高
さ
、
約

一
九
・
七
糎
。
毎
半
葉
一

O
行
書
、
和
歌
ニ
行
書
。
扉
の
次
一
丁
お
い
て
、

内
題
な
く
本
文
に
入
る
。
全
巻
一
筆
で
、
間
は
片
仮
名
で
、
加
は
平
仮
名

で
小
字
書
入
さ
れ
て
い
る
。
奥
書
、
終
了
オ
に
「
重
校
ニ
合
他
本
一
了
/
和

(
4
)
 

寄
三
百
冊
九
首
誠
一
試
一
時
巴
持
」
と
あ
る
。

ま
た
、
昭
和
一
七
年
五
月
三

O
日
付
の
旧
蔵
者
遠
藤
武
氏
宛
の
重
要
美

(
5
)
 

術
品
認
定
証
が
付
さ
れ
て
い
る
。

書
写
年
代
は
『
献
鉄
時
貴
重
書
解
題
』
第
三
巻
国
書
之
部
(
昭
日
刊
)

は
「
鎌
倉
初
期
写
」
と
す
る
が
、
同
筆
の
集
付
が
『
続
古
今
集
』
ま
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
成
立
の
文
永
二
年
ハ
一
二
六
五
〉
以
後
で
あ
る
こ
と

-432-



は
明
ら
か
で
あ
り
、
鎌
倉
後
期
ま
で
下
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
他
の
諸
本
が
い
ず
れ
も
近
世
の
写
本
で
あ
り
、
そ
れ
も
中
期
以
後
と
思

わ
れ
る
も
の
が
多
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
欠
脱
の
な
い
唯
一
の
古
写
本
と

し
て
極
め
て
有
力
な
伝
本
で
あ
る
。

ま
た
本
文
的
に
も
優
れ
た
点
が
多
く
、
殊
に
前
述
の
分
類
基
準

1ω
倒

の
部
分
は
本
書
と
同
京
都
大
学
蔵
本
の
み
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
点
重
要

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
書
は
書
写
年
代
が
古
い
こ
と
か
ら
、
本
文
的
に
近

い
関
係
に
あ
る
例
以
下
の
諸
本
の
祖
本
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が
生
じ

る
が
、
調
べ
て
み
る
と
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

な
ぜ
な
ら
、
本
書
に
は
本
文
的
に
優
れ
て
い
る
点
が
あ
る
一
方
、
独
自

の
誤
り
も
散
見
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
州
以
下
に
継
承
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で

あ
る
。
中
に
は
意
改
に
よ
っ
て
正
す
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ

る
が
、
到
底
不
可
能
な
も
の
も
あ
り
、
殊
に
却
下
旬
が
本
書
で
「
さ
や
ぐ

し
も
よ
り
を
し
の
ひ
と
り
ね
」
と
あ
る
の
は
、

m下
旬
を
誤
っ
て
書
い
た

も
の
で
、
他
の
諸
本
は
い
ず
れ
も
正
し
く
「
暮
行
秋
の
と
ま
り
成
ら
ん
」

と
な
っ
て
い
て
、
本
書
を
祖
本
と
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
下
、
『
私
家
集
大
成
』
本
と
比
較
し
て
重
要
な
異
文
(
必
ず
し
も
独

自
異
文
で
は
な
い
)
を
示
し
て
み
る
。
上
が
本
書
、
下
が
『
私
家
集
大

成
』
本
で
あ
る
。

ハ
7
)

口
調
書
い
た
う
な
う
ら
み
ず

l
い
た
し
な
と
〉
み
ず

と
イ
か
イ

%
と
ほ
り
の
お
の
〉

i
と
ほ
り
の
お
ぎ
の

お
詞
書
橘
長
基
l
橘
の
な
り
と
も

日
か
た
き
し
に

i
か
た
し
き
に

作
う
ら
み
か
ね

l
恨
か
な

ωき
か
ま
し
ゃ

l
き
か
じ
と
や

問
詞
書
前
木
工
頭
俊
頼
朝
臣
の
北
方
の
、
は
な
見
に
人
/
¥
さ
そ
ひ
て

ま
か
り
け
り
と
き
〉
て
!
前
木
工
頭
俊
頼
朝
臣
の
、
北
山
の
花
見
に

人
々
さ
そ
ひ
て
ま
か
り
た
り
け
り
、
と
き
〉
て

山
詞
書
落
葉
水
紅
l
落
葉
浮
水

m
t
問
題
を
最
初
に
列
記
し
、
歌
ご
と
に
掲
げ
な
い
o

mは
と
ふ
く
秋
に

l
ほ
と
ふ
く
秋
に

却
な
り
や
し
ぬ
ら
ん

l
夜
ゃ
な
り
ぬ
ら
ん

ひ
イ

加
さ
か
ゐ
が
は

i
た
か
は
川

中
院
右
大
臣
也

加
詞
書
新
中
将
渡
本
院
、
初
恋
和
寄

l
新
中
将
渡
中
院
、
初
祝
歌

m
t
m題
を
最
初
に
列
記
し
、
歌
ご
と
に
掲
げ
な
い
。

別
調
書
つ
ね
に
ま
し
か
よ
は
す
人

/
¥
l
つ
ね
に
ま
し
か
は
す
人
々

同
そ
ら
ゆ
く
と
り
の
す
ぎ
も
は
べ
る
か
な
!
空
行
と
り
の
す
け
も
は
ん

べ
る
か
な

加
お
と
な
は
£

l
を
と
な
は
じ

制
調
書
し
ぶ
く
や
ま
の
な
を
た
の
み
お
い
が
ま
へ
し
か
ど

l
し
ぶ
く
山

の
な
を
た
の
み
を
も
、
玉
ぐ
し
か
と

制
あ
さ
ま
し
き
ま
で

l
あ
さ
ま
し
き
と
て

本
書
に
も
か
な
り
独
自
誤
謬
と
思
わ
れ
る
点
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
あ

げ
て
い
な
い
。
た
だ
、
以
上
の
中
、
間
詞
書
、
加
詞
書
に
つ
い
て
は
本
書

の
方
が
誤
り
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
例
以
下
の
諸
本
は
ほ
と
ん
ど
『
私
家
集

大
成
』
本
と
同
一
で
あ
る
。
一
方
、
同
京
都
大
学
蔵
本
は
全
体
と
し
て
は

本
書
と
大
分
異
な
る
が
、
掲
出
個
所
で
は
本
書
に
一
致
す
る
場
合
が
多

い
。
そ
の
点
州
側
の
両
本
が
、
判
以
下
の
諸
本
と
や
や
異
な
る
古
い
形
を

-433ー



残
し
て
い
る
面
が
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ロ

京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
(
四

l
一一三

i
ロ

l
七
)
本

〔

江

戸

前

期

〕

写

一

帖

斐
紙
綴
葉
装
。
打
曇
表
紙
(
一
六
・
六
×
一
五
・
ニ
糎
)
、
中
央
打
付
書

「
六
条
修
理
大
夫
集
」
。
墨
付
、
四
九
丁
、
遊
紙
、
前
一
丁
、
後
二
了
。
字

面
高
さ
、
約
一
五
・

O
糎
。
毎
半
葉
一
一
行
書
、
和
歌
二
行
書
。
内
題
な

く
、
一
オ
よ
り
本
文
に
入
る
。
奥
書
な
し
。
印
記
、
一
オ
に
，
「
図
書
/
寮

印
」
の
朱
印
が
あ
り
、
見
返
し
に
「
宮
内
庁
寄
贈
本
」
の
印
が
あ
る
。

本
書
は
定
家
様
の
書
体
の
古
写
本
を
近
世
に
臨
写
し
た
も
の
で
あ
り
、

『
六
条
修
理
大
夫
集
』
諸
本
の
中
で
は
、
最
も
異
文
の
多
い
特
色
あ
る
伝

本
で
あ
る
が
、
底
本
の
破
損
も
し
く
は
切
取
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
空
白
が

あ
る
他
、
誤
写
(
そ
の
多
く
は
底
本
に
す
で
に
発
生
し
て
い
た
か
)
も
多

く
、
全
体
と
し
て
は
善
本
と
い
い
難
い
。
『
私
家
集
大
成
』
解
題
中
に
言

及
さ
れ
て
い
る
他
、
内
田
徹
氏
「
翻
刻
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
定
家

本
六
条
修
理
大
夫
集
」
(
「
国
文
学
研
究
」
幼
昭
日
・
6
)
に
翻
刻
が
あ
り
、

全
容
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
欠
脱
の
状
態
を
改
め
て
述
べ
る
と
以
下
の

よ
う
で
あ
る
。

主
た
る
欠
脱
も
し
く
は
省
略
個
所
は
8
調
書
の
一
部
(
底
本
虫
損
か
〉
、

山
詞
書
よ
り
山
詞
書
ま
で
つ
一
ニ
オ
白
紙
)
、
『
堀
河
院
百
首
』
(
聞
に
続

い
て
加
を
空
白
な
し
に
書
写
し
、
「
有
ニ
堀
川
院
/
百
首
-
/
不
ニ
書
写
乙

と
頭
注
、
字
体
は
定
家
様
〉
の
三
個
所
で
あ
る
。
ま
た
制
の
後
、
四
九
ワ

一
品
経
供
養
冬
興
歌
、
妙
荘
厳
/
王
品

す
〉
め
ず
は
お
や
は
や
み
に
や
ま
ど
は
/
ま
し
お
も
へ
ば
こ
〉
ぞ
あ
は
れ

な
り
け
る此

寄
不
v
被
ニ
書
入
一
随
ニ
思
出
一
追
所
ニ
/
書
入
一
也

と
他
本
に
見
え
ぬ
歌
一
首
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

本
書
に
は
独
自
異
文
が
か
な
り
多
い
が
、
ま
た
例
以
下
め
諸
本
と
異
な

り
川
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
と
一
致
す
る
個
所
も
散
見
さ
れ
る
。
前
掲
の

個
所
で
い
え
ば
、

M
m
mが
『
堀
河
院
百
首
』
で
欠
け
て
お
り
、
ロ
詞

書
、
問
詞
書
、
山
詞
書
、
加
詞
書
、
加
詞
書
「
そ
ら
ゆ
く
と
り
の
」
が
、

そ
れ
ぞ
れ
独
自
異
文
で
あ
る
他
は
、
ほ
ぼ
川
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
に
一

致
し
て
い
る
。

以
下
独
自
異
文
を
幾
っ
か
例
示
す
る
。
上
が
本
書
、
下
が
『
私
家
集
大

成
』
本
で
あ
る
。

p

l
詞
書
承
暦
四
年
!
承
暦
二
年

8
さ
な
が
ら
を
し
き

l
さ
な
が
ら
お
ほ
き

ωω

詞
書
新
大
納
言
の
も
と
に
!
大
納
言
公
実
の
許
に

M
M
さ
す
を
こ
そ
み
れ
!
さ
す
を
こ
そ
ま
て

川
詞
書
三
月
廿
日
あ
ま
り
の
こ
ろ
ほ
ひ
に

l
三
月
二
十
日
余
比

山
詞
書
さ
き
の
さ
い
宮
l
前
斎
院

間
み
ぬ
よ
そ
人
の
!
見
ぬ
ま
で
人
の

凶
詞
書
人
ノ
¥
十
首
恋
葺
!
歌
十
首
恋
の
歌

山
な
ご
り
こ
ひ
し
き
!
な
ご
り
さ
び
し
も

間
く
る
〉
か
と

l
あ
く
る
か
と

制
き
の
し
ら
っ
ゅ
に

l
木
の
下
の
露

制
詞
書
於
桂
山
庄
庭
花
綾
残
井
恋
催
旧
意
題
!
於
桂
山
圧
、
花
緩
残
井
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恋
催
旧
意

部
詞
書
土
左
守
渡
播
磨
守
行
日
!
と
さ
の
か
み
、
は
り
ま
の
か
み
の
も

と
へ
わ
た
る
ひ

泌
さ
び
し
か
り
け
れ
!
ひ
さ
し
か
り
け
れ

(
8〉

刻
詞
書
み
。
つ
が
き
の
い
と
ひ
さ
し
く

l
み
な
月
の
い
と
ひ
さ
し
く
も

抑
詞
書
く
ら
人
の
少
将
I
く
ら
人
の
ぶ
つ
ね

こ
の
中
、
山
詞
書
、
問
、
制
詞
書
、
加
詞
書
等
は
当
否
は
と
も
か
く
、

一
応
注
目
さ
れ
る
。

h
v‘
 

神
宮
文
庫
蔵
(
三
l
i

一
O
六
八
〉
本

〔

江

戸

中

期

〕

写

一

冊

薄
葉
紙
袋
綴
。
薄
茶
色
地
唐
草
文
様
空
押
表
紙
(
二
七
・
四
×
一
九
・
ニ

糎
)
、
左
肩
題
策
「
顕
季
集
」
そ
の
下
部
に
「
完
」
と
打
付
書
。
墨
付
、

玉
O
丁
、
遊
紙
、
前
後
各
一
了
。
宇
面
高
さ
、
約
二
了

O
糎
。
毎
半
葉

九
行
書
、
和
歌
一
行
書
。
内
題
、
一
オ
に
「
六
条
修
理
大
夫
集
」
。
奥
書

は
、
四
八
ウ
に
、

和
葺
三
百
四
十
九
首
謀
神
人
寄
三
十
三
首
調
五
通
其
一
二
百

本
云

1
'

治
承
四
年
九
月
二
十
八
日
書
写
了

建
長
五
年
正
月
五
日
以
ニ
藤
三
位
本
一
書
写
校
合
了

文
明
二
年
五
月
於
ニ
秩
父
塁
土
陣
下
-
書
写
之
早
、
の
校
/
合
了

と
あ
り
、
更
に
四
九
オ
か
ら
ウ
に
か
け
て
、

入
ニ
乍
撰
集
-
不
v
見
ニ
家
集
一
吾
、
追
私
書
之

池
氷
を
よ
め
る

金さ
む
し
ろ
に
思
ひ
こ
そ
や
れ
さ
〉
の
葉
の
さ
ゆ
る
霜
夜
の
を
し
の
ひ

と
り
ね

題
し
ら
ず

続
後
撰

く
る
〉
か
と
見
る
ほ
ど
も
な
く
あ
け
に
け
り
お
し
み
も
あ
へ
ぬ
夏
の

夜
の
月

続
後
拾

夕
月
夜
た
も
と
す
父
し
く
吹
風
に
い
る
野
の
鹿
は
い
ま
や
鳴
ら
ん

家
寄
合
し
侍
け
る
に
紅
葉
を

統
千色

ふ
か
き
み
山
が
く
れ
の
も
み
ぢ
葉
を
あ
ら
し
の
風
の
た
よ
り
に
ぞ

見
る堀

川
院
位
に
お
は
し
ま
し
け
る
時
、
修
理
大
夫
家
保
」
は
じ
め
て

蔵
人
に
な
り
て
、
事
に
し
た
が
ひ
け
る
日
さ
/
う
ぞ
く
す
と
て

周
防
内
侍

新
千千

と
せ
ふ
る
雲
井
に
き
た
る
鶴
の
子
の
す
だ
ち
は
じ
む
る
毛
衣
ぞ
こ

れ
同
返
し

千
代
ふ
べ
き
雲
井
に
さ
し
て
す
だ
ち
ゆ
く
鶴
の
毛
衣
み
る
ぞ
う
れ
し

お
C

大
井
川
、
迫
謹
に
水
上
落
葉
と
い
ふ
事
を

新
続
古

大
井
河
く
れ
な
ゐ
ふ
か
く
に
ほ
ふ
か
な
を
ぐ
ら
の
山
の
/
紅
葉
ち
る

ら
し

Fhd 

q
J
 

バH
4

五
O
オ
に
、

此
本
自
ニ
或
方
一
尋
出
令
ニ
書
写
一
雄
v
然
事
外
/
荒
本
・
也
、
以
ニ
他
本
一

遂
ニ
校
合
一
者
也

中
大
夫
平
朝
臣

と
あ
る
。
こ
の
奥
書
及
び
「
入
ニ
乍
撰
集
一
不
v
見
ニ
家
集
一
寄
、
追
私
書
之
」

は
、
判
以
下
の
諸
本
に
は
ほ
と
ん
ど
全
て
に
あ
り
、
例
外
は
、
同
群
書
類



従
本
が
「
入
ニ
乍
撰
集
一
」
以
下
を
欠
く
の
と
、

M
H
竜
谷
大
学
蔵
本
が
『
此

本
自
ニ
或
方
一
尋
出
」
以
下
を
欠
く
の
み
で
あ
る
。

印
記
は
一
オ
に
「
林
崎
/
文
庫
」
「
林
崎
文
庫
」
「
万
年
橋
南
散
人
円
斎

画
鏡
蔵
書
」
の
朱
印
が
あ
る
他
、
裏
表
紙
見
返
し
に
、
「
天
明
四
年
甲
辰

八
月
吉
旦
奉
納
/
皇
太
神
宮
林
崎
文
庫
以
期
不
朽
/
京
都
勤
思
堂
村
井
古

巌
敬
義
拝
」
の
奉
納
印
が
あ
る
。

本
書
は
『
私
家
集
大
成
』
底
本
ゆ
え
、
内
容
に
つ
い
て
詳
述
し
な
い

が
、
判
以
下
の
諸
本
に
共
通
の
蹴
詞
書
の
二
個
所
の
脱
文
を
除
け
ば
、
誤

脱
の
極
め
て
少
な
い
善
本
で
あ
る
(
誤
写
の
数
は
川
大
東
急
記
念
文
庫
蔵

本
よ
り
少
な
い
〉
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
(
五

O
一1
1
一
二
六
)
本

〔

江

戸

前

期

〕

写

一

帖

斐
紙
綴
葉
装
。
標
色
地
唐
花
唐
草
文
様
金
繍
綾
子
表
紙
っ
さ
了
六
×

一
七
・
玉
糎
)
、
左
肩
題
策
「
六
条
修
理
大
夫
集
顕
季
卿
」
。
墨
付
、
四
四
丁
、

遊
紙
、
前
後
各
一
丁
。
字
面
高
さ
、
約
二

0
・
0
糎
。
毎
半
葉
一

O
行
書
、

和
歌
一
行
書
。
内
題
、
一
ウ
に
「
六
条
修
理
大
夫
集
」
。
奥
書
は
四
三
オ

よ
り
四
四
オ
に
か
け
て
神
宮
文
庫
蔵
本
と
同
一
の
も
の
が
あ
る
が
、
「
其

三
百
首
」
が
「
共
三
百
首
」
、
建
長
の
奥
書
の
右
肩
に
「
本
云
」
、
周
防
内

侍
歌
の
詞
書
に
「
さ
う
ぞ
く
遣
す
と
て
」
と
あ
り
、
「
同
返
し
」
が
「
同
」

と
あ
る
点
が
異
っ
て
い
る
。
本
書
は
全
体
と
し
て
誤
写
の
少
な
い
善
本
で

あ
る
が
、
数
個
所
に
わ
た
っ
て
一
宇
乃
至
一
首
に
及
ぶ
空
白
が
あ
る
。
『
私

家
集
大
成
』
本
に
よ
っ
て
示
す
と
次
の
個
所
で
あ
る
。

幻
詞
書
「
い
た
し
な
と
〉
み
ず
」
以
下
、
詞
書
の
終
り
ま
で
空
白
。

お
詞
書
「
と
ば
」
の
部
分
空
白
。

目
詞
書
「
し
ま
」
以
下
詞
書
の
終
り
ま
で
空
白
。

位
詞
書
「
松
契
還
年
」
の
「
還
」
空
白
。

山
「
ま
が
き
」
の
「
ま
」
空
白
。

晩

問
調
書
「
暁
景
恋
」
の
「
景
」
の
上
空
白
。

加
「
い
は
〉
」
の
「
〉
」
空
白
。

m歌
一
首
空
白
o

m第
二
旬
以
下
空
白
。

加
詞
書
「
は
れ
ま
」
の
「
ま
」
空
白
o

m詞
書
「
止
宿
草
庵
題
を
」
空
白
。

こ
れ
ら
の
欠
字
は
、
底
本
の
虫
損
も
し
く
は
破
損
に
よ
る
も
の
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
丁
寧
な
書
写
態
度
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
欠
宇
部

分
に
何
ら
の
注
記
や
説
明
も
な
く
、
ま
た
そ
の
部
分
は
多
く
意
の
通
じ
に

く
い
個
所
や
、
不
審
の
個
所
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
、
本
文
を

再
検
討
し
て
、
後
に
補
填
す
る
つ
も
り
が
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

本
書
と
神
宮
文
庫
蔵
本
と
は
、
直
接
の
転
写
関
係
を
想
定
す
る
ほ
ど
の

本
文
の
酷
似
は
な
い
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
(
谷
l

一
一
一
一
一
)
本

〔

江

戸

中

期

〕

写

一

冊

薄
手
楕
紙
袋
路
。
薄
茶
色
表
紙
(
二
八
・

O
×
一
九
二
ニ
糎
)
、
左
肩
題
策

「
六
条
修
理
大
夫
顕
季
集
」
。
墨
付
、
四
五
丁
、
遊
紙
な
し
。
字
面
高
さ
、

約
三
ニ
・

O
糎
。
毎
半
葉
一

O
行
書
、
和
歌
一
行
書
。
一
オ
を
扉
と
し
、

左
に
「
六
条
修
理
大
夫
集
顕
季
」
と
し
、
ニ
オ
に
内
題
「
六
条
修
理
大
夫

集
」
と
し
本
文
に
入
る
。
奥
書
、
書
陵
部
蔵
(
五

O
一lis--
一
ニ
ム
ハ
〉
本
に
伺
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じ
。
四
五
オ
左
下
に
ご
校
了
」
と
あ
る
。
谷
森
善
臣
旧
蔵
本
。

本
書
は
、
前
記
書
陵
部
蔵
本
の
臨
写
に
近
い
転
写
本
で
あ
り
、
字
詰
か

ら
仮
名
の
字
母
に
至
る
ま
で
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
た
だ
、
前
者
が
裏
丁
か

ら
書
き
始
め
て
い
る
の
に
対
し
、
本
書
は
表
丁
か
ら
書
き
始
め
て
い
る
点

の
み
異
っ
て
い
る
。
ま
た
、
若
干
の
書
き
入
れ
も
あ
る
が
、
前
記
欠
字
の

部
分
は
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
一
群
は
、
群
書
類
従
本
の
転
写
本
で
あ
る
国
会
図
書
館
蔵
本
、
天

理
図
書
館
蔵
本
と
、
非
転
写
本
で
あ
る
竜
谷
大
学
蔵
本
、
松
平
文
庫
蔵

本
、
彰
考
館
蔵
本
と
に
分
け
ら
れ
、
こ
の
中
、
松
平
文
庫
蔵
本
と
彰
考
館

蔵
本
は
本
文
に
誤
脱
が
多
く
、
次
の
附
に
接
近
す
る
伝
本
で
あ
る
。

竜
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
(
九
二
、
二
三

l
四
一
〉
本

〔

江

戸

中

期

〕

写

一

冊

藍
色
表
紙
(
二
七
・
四
×
一
九
・
八
糎
)
、
左
肩
題
策
「
顕
季
集
」
。
墨

付
、
四
四
丁
、
遊
紙
な
し
。
字
面
高
さ
、
約
二
一
・
五
糎
。
毎
半
葉
一

O

行
書
、
和
歌
一
行
書
。
内
題
、
一
ウ
に
「
六
条
修
理
〈
が
〉
夫
集
」
。
奥
書
、

四
三
オ
よ
り
四
四
オ
に
か
け
て
神
宮
文
庫
蔵
本
の
項
に
掲
げ
た
の
と
同
一

の
も
の
が
あ
る
が
、
「
此
本
自
ニ
或
方
一
尋
出
」
以
下
を
欠
く
。
た
だ
し
、

字
句
の
異
同
が
若
干
あ
る
。
上
が
本
書
、
下
が
神
宮
文
庫
蔵
本
で
あ
る
。

共
三
百
首
入
!
其
三
百
首
入

本
云

治
承
四
年

l
治
承
四
年

以
ニ
藤
三
位
本
一
書
写
校
合
!
以
二
藤
三
位
本
-
書
写
校
合
了

於
ニ
秩
父
主
体
下
一
書
写
之
、
何
校
合
早
!
於
ニ
秩
父
塁
土
陣
下
一
書
写
之

早
、
の
校
合
了

私
書
之

l
追
私
書
之

さ
う
ぞ
く
遣
す
と
て
l
さ
う
ぞ
く
す
と
て

を
イ

雲
ゐ
に
さ
し
て

l
雲
井
に
さ
し
て

集
付
の
書
き
方
の
違
い
は
省
略
し
た
。
印
記
、
見
返
し
に
「
写
字
台
之

蔵
書
」
の
朱
印
。

本
書
の
本
文
は
、
群
書
類
従
本
と
そ
れ
程
は
似
て
い
な
い
。
恐
ら
く
群

書
類
従
本
は
本
書
の
よ
う
な
本
文
に
独
自
の
校
訂
を
加
え
て
、
成
立
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

島
原
公
民
館
松
平
文
庫
蔵
(
一
三
五

l
三
八
〉
本

〔

江

戸

前

期

〕

写

一

冊

原
本
未
見
。
慶
慮
義
塾
大
学
付
属
研
究
所
斯
道
文
庫
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
と
書
誌
カ

l
ド
に
よ
る
。

楕
紙
袋
綴
。
標
色
行
成
表
紙
(
二
七
・
六
×
二

0
・
二
糎
〉
、
左
肩
布
目

金
紙
題
議
「
六
条
修
理
大
夫
集
」
。
墨
付
、
六
六
丁
。
字
面
高
さ
、
約
二

0
・
五
糎
。
毎
半
葉
一

O
行
書
、
和
歌
二
行
書
。
内
題
、
一
オ
に
「
六
条

修
理
大
夫
集
」
。
奥
書
、
六
四
ウ
か
ら
六
六
オ
に
か
け
て
神
宮
文
庫
蔵
本

と
同
一
の
も
の
が
あ
る
が
、
字
句
の
異
同
が
あ
る
。
上
が
本
書
で
あ
る
。

本
云

治
承
四
年

l
治
承
四
年

書
写
早
!
書
写
了

書
写
校
合
l
書
写
校
合
了

書
写
之
、
の
校
合
早
I
書
写
之
早
、
の
校
合
了

私
書
之
!
追
私
書
之

池
水

i
池
氷

さ
う
ぞ
く
遣
す
と
て
1
さ
う
ぞ
く
す
と
て
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「
千
代
ふ
べ
き
」
の
一
首
な
し
。

殊
外
!
事
外

集
付
の
書
き
方
の
違
い
は
省
略
し
た
。
印
記
は
、
六
六
ウ
に
「
尚
舎
源

忠
房
」
(
陽
刻
)
「
文
庫
」
(
陰
刻
〉
の
印
が
あ
る
。
本
書
は
、
制
下
旬
を
、

了
の
表
よ
り
裏
へ
移
る
時
、
誤
っ
て
書
き
落
と
し
て
し
ま
う
と
い
う
独
自

誤
謬
が
あ
る
他
、
か
な
り
の
誤
字
が
あ
り
、
そ
の
多
く
が
次
掲
彰
考
館
蔵

本
と
共
通
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
一
部
は
闘
の
諸
本
と
も
共
通
で
あ
る
。

彰
考
館
蔵
(
巳
五
・

O
六
九
一
一
一
)
本

〔

江

戸

中

期

〕

写

一

冊

『
顕
輔
集
』
『
清
輔
朝
臣
集
』
と
合
綴
。
椿
紙
袋
綴
。
茶
表
紙
(
二
五
・

三
×
一
八
・
四
糎
)
、
左
肩
題
簸
「
顕
輔
集
/
清
輔
集
」
と
あ
り
、
『
六
条

修
理
大
夫
集
』
の
表
示
は
本
来
な
い
が
、
比
較
的
近
時
の
筆
で
「
顕
輔

集
」
の
下
に
「
六
条
修
太
夫
集
」
と
小
さ
く
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
墨

付
、
一

t
四
三
丁
が
『
六
条
修
理
太
夫
集
』
、
四
四

t
六
四
丁
が
『
顕
輔

集
』
、
六
五

t
一
四
一
丁
が
『
清
輔
朝
臣
集
』
、
遊
紙
な
し
。
字
面
高
さ
、

約
二
一
・

O
糎
。
毎
半
葉
一

O
行
書
、
和
歌
一
行
書
。
内
題
、
一
オ
に
「
六

条
修
理
太
夫
集
」
。
奥
書
、
四
ニ
ウ
よ
り
四
三
ウ
に
か
け
て
、
神
宮
文
庫

蔵
本
と
同
一
の
も
の
が
あ
る
が
、
細
部
の
字
句
は
、
松
平
文
庫
蔵
本
に
最

も
近
い
。
松
平
文
庫
蔵
本
と
異
な
る
個
所
の
み
示
す
。
上
が
本
書
、
下
が

神
宮
文
庫
蔵
本
で
あ
る
。

私
書
i
追
私
書
之

ー
山
彫
の
か
ぜ
の
便
り
〈

pvpみ
る
!
あ
ら
し
の
風
の
た
よ
り
に
ぞ
見
る

「
千
代
ふ
べ
き
」
の
一
首
は
あ
る
。

此
本
自
v
方
尋
出
l
此
本
自
ニ
或
方
一
尋
出

本
書
は
、
松
平
文
庫
蔵
本
に
親
近
し
た
本
文
を
持
ち
、
誤
脱
は
相
互
に

出
入
り
が
あ
る
伝
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、
却
下
旬
の
書
き
落
し
は
な
い
。

群
書
類
従
本

刊

一

冊

慶
臆
義
塾
図
書
館
蔵
(
九
六
!
一
)
本
に
よ
る
。
『
群
書
類
従
』
巻
二

四
五
所
収
。
『
左
京
大
夫
顕
輔
卿
集
』
と
合
綴
。
香
色
布
目
表
紙
(
二
六
・

0
×
一
七
・
六
糎
)
。
左
肩
単
郭
題
集
「
筆
書
類
従
二
百
四
十
五
」
。
墨

付
、
一

t
四
三
丁
が
『
六
条
修
理
大
夫
集
』
、
四
四

t
六
六
丁
が
『
左
京

大
夫
顕
輔
卿
集
』
。
無
辺
無
界
、
一

O
行
、
印
面
高
さ
、
約
ご

0
・0
糎、

和
歌
一
行
書
。
内
題
、
一
オ
に
「
翠
書
類
従
巻
第
二
百
冊
玉
/
検
校
保
己

一
集
/
和
歌
部
百
家
集
十
八
/
六
条
修
理
大
夫
集
顕
季
卿
」
と
あ
る
。
奥
書
、

「
文
明
二
年
」
の
も
の
ま
で
を
有
し
、
「
入
ニ
乍
撰
集
一
」
以
下
を
欠
く
。
字

句
は
、
松
平
文
庫
蔵
本
、
彰
考
館
蔵
本
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
建
長
五
年
奥

書
中
「
書
写
」
の
「
書
」
の
一
宇
を
欠
い
て
い
る
。
更
に
、
右
奥
書
の
後

に
「
右
顕
季
卿
集
以
ニ
百
花
蓮
宗
古
本
一
校
合
畢
」
と
あ
る
。
本
書
は
、
諸

本
が
出
入
り
は
大
き
い
な
が
ら
何
ら
か
の
形
で
存
在
す
る
集
付
を
全
く
欠

く
他
、
比
較
的
独
自
異
文
が
多
い
。
そ
れ
ら
は
刊
行
に
当
つ
て
の
校
訂
の

結
果
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
続
群
書
類
従
完
成
会
の
活
版
本
は
、
仮
名
に
漢
字
を
当
て
て
い

る
他
、
集
付
と
校
異
を
加
え
て
い
る
。
〔
〕
の
付
さ
れ
て
い
る
字
句
は
、

版
本
に
は
存
在
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

国
会
図
書
館
蔵
(
一
一
五

i
一
ニ
ニ
)
本

〔

江

戸

末

期

〕

写

一

冊

『
群
書
類
従
』
本
を
字
詰
ま
で
忠
実
に
書
写
し
た
転
写
本
。
『
左
京
大
夫
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顕
輔
卿
集
』
と
合
綴
。

天
理
図
書
館
蔵
(
九
一
一
、
二
三

l
六
七
〉
本

写

一

冊

『
群
書
類
従
』
本
を
近
時
に
書
写
し
た
も
の
で
、
幻
詞
書
途
中
ま
で
の

書
き
さ
し
本
。
『
寂
然
法
師
集
』
『
寂
蓮
法
師
集
』
『
兼
好
法
師
集
』
『
祭
主

輔
親
卿
集
』
『
大
蔵
卿
行
宗
卿
集
』
と
合
綴
。
全
て
『
群
書
類
従
』
転
写

本
と
思
わ
れ
る
。

附
こ
の
一
群
は
、
小
沢
麗
庵
校
訂
本
に
属
す
る
河
野
信
一
記
念
文
化
館
蔵

本
、
竜
谷
大
学
蔵
四
十
人
集
本
、
内
閣
文
庫
蔵
本
と
、
そ
れ
に
属
さ
な
い

神
宮
文
庫
蔵
一
本
、
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
本
、
国
会
図
書
館
蔵
二
十
六
家

集
本
と
に
分
か
れ
る
。
ま
た
い
ず
れ
も
『
左
京
大
夫
顕
輔
集
』
と
共
に
書

写
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

今
治
市
河
野
信
一
記
念
文
化
館
蔵
(
三
四
六

i
八
三
九
)
本

〔

江

戸

後

期

〕

写

一

冊

〔
私
家
集
〕
一
ニ
四
冊
の
内
。
椿
紙
袋
綴
。
茶
色
刷
毛
引
布
目
表
紙
(
二

七
・
六
×
一
九
・
九
糎
)
、
左
打
付
書
「
顕
季
集
四
十
一
(
朱
)
」
。
墨

付
、
ニ
八
丁
(
扉
を
含
む
)
、
遊
紙
、
前
一
丁
。
字
面
高
さ
、
約
二
二
・

O

糎
、
毎
半
葉
二
一
行
書
、
和
歌
一
行
書
。
一
オ
を
扉
と
し
、
左
肩
に
「
顕

季
集
」
と
し
、
ニ
オ
に
内
題
「
六
条
修
理
太
夫
集
顕
季
イ
〈
産
〉
」
。
奥
書
は
こ

七
ウ
よ
り
二
八
ウ
に
か
け
て
あ
る
。
川
口
神
宮
文
庫
蔵
本
と
異
同
を
示
す
と

以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
上
が
本
書
、
下
が
神
宮
文
庫
蔵
本
で
あ
る
。

共
三
百
首
l
其
三
百
首

本
云

治
承
四
年
!
治
承
四
年

書
写
校
合

l
書
写
校
合
了

書
写
之
、
何
校
合
早

i
書
写
之
早
、
の
校
合
了

私
書
之
!
追
私
書
之

い
(
藍
〉

だ
ひ
し
ら
ず
!
題
し
ら
ず

便
と
ぞ
見
る
l
た
よ
り
に
ぞ
見
る

遣
す
と
て

l
す
と
て

中
太
夫
!
中
大
夫

集
付
の
違
い
は
省
略
し
た
。
印
記
は
内
題
下
に
「
紅
梅
/
文
庫
」
の
朱

印
が
あ
る
。
全
巻
に
、
藍
及
び
稀
に
朱
の
校
合
書
入
及
び
頭
注
が
施
さ
れ

て
い
る
。

ハ
9
)

本
書
は
小
沢
麗
庵
に
よ
る
私
家
集
集
成
本
中
の
一
冊
で
あ
り
、
本
集
に

は
麓
庵
の
奥
書
は
な
い
が
、
他
集
に
は
、
安
永
天
明
の
年
記
を
も
っ
草
庵

の
奥
書
が
あ
る
。
本
書
が
麗
庵
の
自
筆
か
、
あ
る
い
は
そ
の
転
写
本
か
断

定
し
か
ね
る
が
、
次
の
竜
谷
大
学
蔵
本
よ
り
は
明
ら
か
に
原
本
に
近
い
と

思
わ
れ
る
。

藍
及
び
朱
の
書
入
は
麗
庵
の
勘
注
で
、
本
文
不
審
個
所
に
校
訂
案
を
示

し
た
り
、
類
歌
を
頭
注
し
た
り
し
て
い
る
。
必
詞
書
の
一
部
と
幻
歌
本
文

の
欠
脱
は
藍
で
補
っ
て
お
り
、
『
堀
河
院
百
首
』
は
、
一
八
オ
途
中
よ
り

ウ
途
中
ま
で
を
空
白
と
し
て
、
「
本
比
問
有
ニ
堀
川
百
首
一
急
写
略
v
之、

他
日
可
ニ
補
入
こ
と
朱
書
す
る
。

注
の
一
例
を
あ
げ
る
と
、
二
オ
の
4
の
頭
注
に
類
歌
と
し
て
「
古
今
夏

み
つ
ね
/
郭
公
声
も
聞
え
ず
/
山
び
こ
は
外
に
な
く
ね
を
/
こ
た
へ
や

は
せ
ぬ
」
と
藍
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。

竜
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
ハ

O
ニ
ニ

l
五
九
一
〉
本
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〔

江

戸

後

期

〕

写

一

冊

『
四
十
人
集
』
四
十
冊
の
内
、
第
十
六
冊
。
椿
紙
袋
綴
。
香
色
波
形
文

様
表
紙
(
二
七
・

O
×
一
九
・
八
糎
)
、
左
肩
打
付
書
「
六
条
修
也
知
〉
夫
顕

季
集
」
。
墨
付
、
ニ
七
丁
、
遊
紙
、
前
一
了
。
字
面
高
さ
、
約
二
二
・

O

糎
、
毎
半
葉
二
一
行
書
、
和
歌
一
行
書
。
内
題
、
一
オ
に
「
六
条
修
理
(
忠
実

集
顕
季
イ
(
朱
)
」
。
奥
書
は
河
野
信
一
記
念
文
化
館
蔵
本
と
同
一
で
あ
る
。
印

記
、
見
返
し
に
「
写
字
台
之
蔵
書
」
の
朱
印
。

本
『
四
十
人
集
』
に
つ
い
て
は
、
既
に
吉
川
理
吉
氏
「
写
字
台
文
庫
旧

蔵
四
十
一
集
の
解
説
(
一
)
」
(
竜
谷
大
学
『
国
文
学
論
叢
』

1
、
昭
お
・

7
)
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
小
沢
麗
庵
に
よ
る
私
家
集
集
成
本
の

転
写
本
で
あ
る
。
字
詰
、
漢
字
と
仮
名
の
区
別
に
至
る
ま
で
、
ほ
ぼ
河
野

信
一
記
念
文
化
館
蔵
本
に
一
致
す
る
が
、
書
入
は
朱
墨
で
さ
れ
て
お
り
、

必
詞
書
の
一
部
と
幻
歌
本
文
の
欠
脱
は
朱
で
補
わ
れ
、
『
堀
河
院
百
首
』

は
一
七
オ
途
中
よ
り
ウ
途
中
ま
で
を
単
に
空
白
と
し
て
い
る
(
丁
数
が
河

野
本
と
一
丁
ず
れ
る
の
は
前
者
に
扉
一
丁
が
あ
る
た
め
で
あ
る
〉
。

本
書
は
河
野
本
に
酷
似
し
て
い
る
が
、
一
部
校
訂
案
が
本
行
化
し
た

り
、
書
入
に
微
妙
な
違
い
が
散
見
さ
れ
、
直
接
の
転
写
本
と
断
ず
る
こ
と

は
た
め
ら
わ
れ
る
(
こ
の
点
も
、
河
野
本
を
麗
庵
自
筆
本
と
断
じ
に
く
い

理
由
で
あ
る
)
。
し
か
し
、
麗
庵
自
筆
本
よ
り
の
相
当
に
忠
実
な
転
写
本

と
考
え
ら
れ
る
。

内
閣
文
庫
蔵
(
ニ

O
一
l
七
七
二
)
本

〔

江

戸

後

期

〕

写

一

冊

『
左
京
太
夫
顕
輔
集
』
と
合
綴
。
薄
葉
紙
袋
綴
。
茶
色
刷
毛
目
表
紙
(
二

七
・
五
×
一
九
・
八
糎
)
、
左
肩
打
付
書
「
修
理
大
夫
顕
季
集
/
左
京
大
夫

顕
輔
集
」
。
墨
付
、
一

t
三
三
丁
が
『
六
条
修
理
大
夫
集
』
、
三
四

t
五
二

丁
が
『
左
京
太
夫
顕
輔
集
』
、
遊
紙
、
前
一
丁
。
字
面
高
さ
、
約
一
二
・
玉

糎
。
毎
半
葉
一

O
行
、
和
歌
一
行
書
。
内
題
、
一
オ
に
「
六
条
修
理
大
夫

集
顕
李
イ
」
。
奥
書
は
河
野
信
一
記
念
文
化
館
蔵
本
と
同
一
で
あ
る
が
、
「
だ

い
し
ら
ず
」
と
あ
る
点
の
み
異
な
る
。
本
書
も
翠
庵
本
系
の
転
写
本
で
、

頭
注
、
傍
注
等
共
通
す
る
が
、
全
て
朱
で
書
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
竜
谷
大

学
蔵
本
よ
り
さ
ら
に
、
傍
注
の
校
訂
案
が
本
行
化
し
て
い
る
点
が
認
め
ら

れ
る
。
必
詞
書
の
一
部
と
幻
歌
本
文
は
朱
で
補
わ
れ
て
い
る
他
、
『
堀
河

院
百
首
』
は
一
二
オ
後
半
を
空
白
と
し
、
「
本
此
間
有
ニ
堀
川
/
百
首
一
急

写
略
v
之
/
他
日
可
ニ
補
入
一
」
と
朱
で
頭
書
し
て
い
る
。

神
宮
文
庫
蔵
(
三

i
一
ニ
二
八
)
本

〔

江

戸

中

期

〕

写

一

冊

『
左
京
大
夫
顕
輔
集
』
ハ
一
ニ
1
1

一
一
九
二
〉
と
合
綴
。
貼
付
ラ
ベ
ル
に
は

『
左
京
大
夫
顕
輔
集
』
の
番
号
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
格
紙
袋
綴
。
茶
色

刷
毛
目
表
紙
(
二
六
二
ニ
×
一
九
・
四
糎
)
、
左
肩
に
「
修
理
大
夫
顕
季
/

左
京
大
夫
顕
輔
」
と
二
行
割
に
し
た
下
に
「
家
集
」
と
し
、
「
全
(
朱
)
」

と
全
て
打
付
書
。
墨
付
、
一

t
二
六
了
が
『
顕
季
集
』
、
二
七

t
四
O
T

が
『
顕
輔
集
』
、
遊
紙
な
し
。
字
面
高
さ
、
約
二
了
五
糎
。
毎
半
葉
二
ニ

(
マ
ヱ
顕
季

行
書
、
和
歌
一
行
書
。
内
題
、
一
オ
に
「
六
条
修
理
太
夫
集
」
。
奥
書
は

麗
庵
本
系
諸
本
と
同
一
で
あ
る
が
、
「
詞
五
通
共
」
は
「
詞
玉
通
其
」
と

あ
り
、
ま
た
削
詞
書
「
池
氷
」
を
「
池
水
」
に
、

m第
四
句
「
あ
ら
し
」

を
「
山
風
」
に
誤
っ
て
い
る
。
印
記
、
一
オ
に
「
林
崎
/
文
庫
」
「
林
崎
文

庫
」
「
勤
恩
堂
」
の
印
、
裏
表
紙
見
返
し
に
村
井
敬
義
の
奉
納
印
が
あ
る
。

本
書
は
、
朱
の
校
合
や
訂
正
が
若
干
あ
る
が
、
藍
庵
本
系
諸
本
の
も
の
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と
は
一
致
せ
ず
、
本
文
も
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
犯
の
歌
の
脱
落

は
朱
で
補
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
『
堀
河
院
百
首
』
は
一
六
オ
半
ば
に
「
原

本
此
下
載
ニ
堀
川
百
首
一
他
日
可
二
補
写
こ
と
あ
り
、
一
六
ウ
ま
で
一
丁

半
を
空
白
と
し
て
い
る
。

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
(
二
二
四
、
五

l
五
六
)
本

〔

江

戸

末

期

〕

写

一

冊

『
左
応
対
安
顕
輔
集
』
と
合
綴
。
椿
紙
袋
綴
。
香
色
表
紙
(
二
六
・

O
×

一
八
・
八
糎
)
、
左
肩
子
持
枠
題
築
「
六
条
修
理
門
た
だ
集
/
左
未
知
支
顕
輔

集
」
。
墨
付
、
一

t
二
六
丁
が
『
顕
季
集
』
、
二
七

t
四
O
了
が
『
顕
輔

集
』
、
遊
紙
な
し
。
字
面
高
さ
、
約
二
了
五
糎
。
毎
半
葉
二
ニ
行
書
、

和
歌
一
行
書
。
本
書
は
、
神
宮
文
庫
蔵
(
三

l
一
二
二
八
)
本
と
、
ほ
ぼ

字
詰
ま
で
同
じ
く
し
、
そ
の
転
写
本
と
思
わ
れ
る
。
奥
書
も
同
一
で
あ
る

が
、
「
詞
玉
通
」
を
「
乱
マ
マ
〉
返
」
と
誤
る
。
ま
た
『
堀
河
院
百
首
』
の
省

略
個
所
は
注
記
な
く
空
白
と
し
て
い
る
。
印
記
、
表
紙
見
返
し
に
「
初
代

豊
田
文
三
郎
氏
/
遺
書
」
、
一
オ
に
「
四
条
/
蔵
書
」
の
朱
印
が
あ
る
。

若
干
独
自
の
書
入
や
付
築
も
あ
る
が
、
神
宮
文
庫
蔵
本
に
比
べ
る
と
、

誤
写
を
さ
ら
に
増
し
、
虫
損
も
多
い
本
で
あ
る
。

国
会
図
書
館
蔵
(
二

O
ニ
!
八
七
)
本

〔

江

戸

後

期

〕

写

一

冊

『
二
十
六
家
集
』
の
内
。
本
来
七
冊
の
も
の
を
現
在
四
冊
に
合
綴
、
『
六

条
修
理
大
夫
集
』
は
第
四
冊
に
所
収
。
椿
紙
袋
綴
。
「
帝
国
図
書
館
蔵
」

の
文
字
を
浮
き
出
さ
せ
た
後
補
茶
色
厚
紙
表
紙
、
左
肩
子
持
枠
題
笠
岡
「
二

十
六
家
集
四
止
」
、
中
央
に
「
顕
輔
/
故
刑
部
卿
/
六
条
修
理
大
夫
/

国
基
/
大
江
千
里
/
定
頼
/
経
信
/
基
俊
」
と
並
記
し
、
下
に
「
集
」
と

打
付
書
。
元
表
紙
は
、
呑
色
布
目
表
紙
っ
さ
了
八
×
一
六
・
五
糎
)
、
左
肩

青
色
題
策
「
顕
輔
六
条
修
理
大
夫
/
故
刑
部
卿
国
基
」
と
並
記
し
、

下
に
「
集
三
」
と
あ
る
。
墨
付
、
一
八

t
四
一
丁
が
『
六
条
修
理
大
夫

集
』
。
字
面
高
さ
、
約
二
ニ
・
七
糎
。
毎
半
葉
一
三
行
書
、
和
歌
一
行
書
。

内
題
、
一
八
オ
に
「
六
条
修
理
大
夫
集
」
。
『
堀
河
院
百
首
』
の
省
略
は

「
本
ノ
」
と
し
、
数
行
空
白
と
す
る
。
奥
書
、
草
庵
本
系
諸
本
と
同
一
で

あ
る
が
れ
詞
書
中
「
蔵
人
に
」
の
「
に
」
を
脱
す
る
他
、
「
中
太
夫
」
は

「
中
大
夫
」
と
あ
る
。
印
記
、
「
榊
原
家
蔵
」
の
塁
印
、
「
故
榊
原
芳
野
納

本
」
の
朱
印
が
あ
り
、
榊
原
芳
野
旧
蔵
本
。

国
会
図
書
館
蔵
の
『
二
十
六
家
集
』
は
そ
の
所
収
家
集
の
細
目
が
、
小

沢
麓
庵
の
私
家
集
集
成
に
似
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
草
庵
本
に
属
す
る

か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
藍
庵
の
書
入
や
奥
書
は
な
く
、
本
文
も
若
干
異
っ

て
い
る
の
で
、
麗
庵
の
集
成
と
は
無
関
係
の
よ
う
で
あ
る
。

本
書
は
、
独
自
の
脱
字
、
脱
文
が
散
見
さ
れ
る
が
、
む
し
ろ
、
重
庵
校

訂
以
前
の
形
態
を
存
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
点
も
あ
る
。

付

神
宮
文
庫
蔵
(
三
!
四
三
六
一
〉
本

〔

江

戸

初

期

〕

写

一

帖

雲
母
引
斐
紙
綴
葉
装
。
青
色
表
紙
会
三
了

O
×
一
七
・
四
糎
)
、
左
肩

金
切
箔
散
題
策
「
修
也
知
支
顕
季
家
集
」
。
墨
付
、
四
三
丁
、
遊
紙
、
前

な
し
、
後
二
丁
。
字
面
高
さ
、
約
一
九
・

O
糎
。
毎
半
葉
一

O
行
書
、
和

歌
一
行
書
。
内
題
、
一
オ
に
「
六
条
修
理
大
夫
集
」
。
奥
書
、
神
宮
文
庫

蔵
(
三

l
一
O
六
八
)
本
と
同
一
で
あ
る
が
、
以
下
の
異
同
が
あ
る
。

「
其
三
百
首
入
」
な
じ
。
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本
云建

長
五
年
1
建
長
五
年

書
写
了
!
書
写
之
早

さ
う
ぞ
く
つ
か
は
す
と
て
i
さ
う
ぞ
く
す
と
て

印
記
、
一
オ
に
「
御
亙
/
書
蔵
」
の
朱
印
が
あ
り
、
御
亙
清
直
旧
蔵

本。
本
書
に
は
落
丁
が
あ
る
。
墨
付
第
五
丁
の
次
に
二
丁
分
、
第
一

O
丁
の

次
に
一
丁
分
の
脱
落
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
本
書
は
、
三
折
か

ら
な
る
が
、
第
一
折
が
本
来
八
枚
の
料
紙
を
ニ
つ
折
に
し
て
成
っ
て
い
た

の
が
、
内
側
の
一
枚
、
外
側
か
ら
二
枚
目
の
一
枚
の
計
二
枚
が
失
わ
れ
た

も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
落
丁
部
分
は
、
白
詞
書
途
中
の
「
河
じ
り
よ
り
」

の
「
よ
り
」
か
ら
印
詞
書
ま
で
、
的
歌
部
分
よ
り
卯
詞
書
ま
で
に
当
る
。

こ
の
た
め
、
諸
本
分
類
の
基
準
で
あ
る
位
と
幻
の
個
所
が
失
わ
れ
て
い

て
、
分
類
を
難
し
く
し
て
い
る
。
更
に
、
本
書
は
『
堀
河
院
百
首
』
が
本

来
存
し
た
か
ど
う
か
に
も
疑
問
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
『
堀
河
院
百
首
』

の
叩
海
路
題
の
歌
が
、
諸
本
「
お
ほ
み
舟
し
た
な
に
浪
は
か
く
れ
ど
も
藤

戸
を
さ
し
て
島
づ
た
ひ
ゆ
く
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
本
書
は
第
二
旬
以
下

が
「
ゐ
な
の
〉
沖
の
や
し
ほ
ぢ
に
か
ら
ろ
ば
か
り
ぞ
ま
か
ぢ
し
、
げ
ぬ
く
」

と
な
っ
て
お
り
、
全
く
異
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
歌
は
、
顕
季

の
歌
で
は
な
く
、
『
堀
河
院
百
首
』
証
本
で
は
、
顕
季
の
次
に
あ
る
源
顕

仲
の
歌
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
書
が
『
堀
河
院
百
首
』
を
本
来
欠
い
て
い

て
、
『
堀
河
院
百
首
』
証
本
か
ら
抜
き
出
し
て
補
填
す
る
際
、
誤
っ
て
、

顕
季
の
次
の
源
顕
仲
の
歌
を
抜
い
て
し
ま
っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

そ
う
し
た
推
測
を
補
強
す
る
点
が
も
う
一
つ
あ
る
。

そ
れ
は
、
『
堀
河
院
百
首
』
の
春
七
首
目
の
題
は
、
本
書
以
外
の
『
六

条
修
理
大
夫
集
』
に
は
全
て
「
梅
花
」
と
あ
り
、
一
方
、
『
堀
河
院
百
首
』

〈

ω)

証
本
で
は
大
部
分
「
梅
」
と
あ
る
の
に
、
本
書
は
「
梅
」
と
あ
り
、
証
本

に
一
致
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
本
書
の
『
堀
河
院
百
首
』
は
『
堀
河
院
百
首
』
証
本

(

日

〉

に
よ
っ
て
補
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
本
文
的
に
は
附
諸
本
と
は
明
ら
か
に
異
っ
て
お
り
、
州
諸
本

に
近
い
点
も
認
め
ら
れ
る
等
の
点
も
あ
る
の
で
、
さ
し
当
り
、
別
に
し
て

お
く
こ
と
と
す
る
。
た
だ
、
特
に
善
本
で
も
な
い
ゆ
え
、
大
勢
に
は
影
響

、口、。

J
J
e
b
v
 

二
、
和
歌
の
年
次
推
定

『
六
条
修
理
大
夫
集
』
中
の
和
歌
の
年
次
推
定
は
、
戸
谷
三
都
江
氏
「
六

条
顕
季
の
歌
そ
の
一
s
e
t
-
堀
河
百
首
を
中
心
に
|
|
」
(
『
学
苑
』
昭
ぉ
・

1
)
で
試
み
ら
れ
た
の
が
最
初
で
、
井
上
宗
雄
氏
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の

研
究
』
(
八
五
!
九
五
頁
〉
で
は
、
家
集
の
年
代
順
配
列
を
利
用
し
た
考

証
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
と
に
井
上
氏
の
考
証
は
要
点
を
尽
く
さ
れ
て
い

て
、
異
見
も
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
あ
る
が
、
多
少
考
証
を
略
さ
れ
た
点
も

見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
に
従
い
な
が
ら
一
覧
し
て
み
た
い
。

な
お
、
家
集
は
「
少
な
く
と
も
基
本
に
な
っ
て
い
る
資
料
に
つ
い
て
は

自
撰
の
も
の
で
あ
る
う
。
」
(
井
上
氏
前
掲
書
八
九
頁
〉
と
さ
れ
て
い
る

が
、
『
私
家
集
大
成
』
本
で
明
ら
か
に
後
人
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
加
詞

書
の
傍
注
「
中
院
右
大
臣
也
」
と
制
詞
書
「
贈
左
大
臣
家
」
の
字
句
は
川

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
に
は
い
ず
れ
も
な
く
(
前
者
は
同
京
都
大
学
蔵

本
、
伺
群
書
類
従
本
等
に
も
な
い
〉
、
ほ
ぼ
全
体
を
自
撰
と
み
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
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以
下
に
年
次
推
定
及
び
詞
書
中
の
人
名
比
定
を
行
う
。
年
次
推
定
は

『
私
家
集
大
成
』
番
号
、
推
定
年
次
、
典
拠
の
順
に
、
人
名
比
定
は
、
『
私

家
集
大
成
』
番
号
、
家
集
中
の
呼
称
、
人
名
、
注
記
の
順
に
示
す
。
ま

た
、
考
証
を
必
要
と
す
る
も
の
は
、
(
考
1
〉
(
考
2
)
と
し
て
後
に
説
明

を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
本
文
は
原
則
と
し
て
『
私
家
集
大
成
』

本
に
よ
り
、
注
目
す
べ
き
異
同
が
あ
る
場
合
は
諸
本
と
比
較
す
る
こ
と
と

す
る
。年

次
推
定

1
承
暦
二
年
(
一

O
七
八
)
四
月
廿
八
日
(
歌
合
証
本
)

2
寛
治
五
年
ハ
一

O
九
一
〉
八
月
廿
三
日
(
歌
合
証
本
)

3
寛
治
五
年
(
一

O
九
一
〉
十
月
十
三
日
(
歌
合
証
本
〉

5
寛
治
七
年
ハ
一

O
九
一
ニ
〉
五
月
五
日
(
歌
合
証
本
〉

8
t
U
嘉
保
二
年
(
一

O
九
五
〉
八
月
廿
八
日
(
『
中
右
記
』
〉

日
応
徳
元
年
(
一

O
八
四
)
三
月
十
六
日
(
『
後
二
条
師
通
記
』
『
中
殿
御

会
部
類
記
』
)

m
t
n承
保
元
年
(
一

O
七
四
〉
二
月
?
(
『
津
守
国
基
集
』
『
公
卿
補

任
』
)
〈
考
1
〉

辺
寛
治
五
年
(
一

O
九
一
)
十
月
一
日
(
『
後
二
条
師
通
記
』
『
中
右
記
』

『
為
房
卿
記
』
〉

mm
永
長
元
年
(
一

O
九
六
)
二
月
廿
三
日
(
『
後
二
条
師
通
記
』
『
中
右

記
』
)

必

tmω
康
和
三
年
(
二

O
一
)
正
月
十
一
日
(
『
中
右
記
目
録
』
『
長
秋

記
目
録
』
〉

M
m

康
和
三
年
(
二

O
一
〉
十
月
廿
七
日
ハ
『
殿
暦
』
〉
¥

倒

tω
康
和
五
年
(
一
一

O
三
)
正
月
一
日
?
(
『
中
右
記
』
)
へ
考
2
)

九

t
祁
康
和
四
年
(
一
一

O
一
一
)
閏
五
月
一
日
(
「
閏
五
月
」
あ
る
年
)

π
t
招
康
和
四
年
〈
一
一

O
二
)
閏
五
月
七
日
(
歌
合
証
本
)

幻
長
治
元
年
(
一
一

O
四
)
四
月
廿
四
日
(
『
中
右
記
』
)

川
寛
治
五
年
(
一

O
九
一
)
十
月
十
三
日
(
歌
合
証
本
)

川
長
治
二
年
(
一
一

O
五
)
三
月
五
日
(
『
中
右
記
』
〉

m
t
m長
治
二
年
(
一
一

O
五
)
三
月
廿
余
日
ハ
「
閏
二
月
」
あ
る
年
)

川
嘉
承
二
年
(
一
一

O
七
〉
三
月
六
日
(
『
中
右
記
』
『
殿
暦
』
)
(
考
3
)

川

t
m嘉
承
元
年
(
二

O
六
)
正
月
七
日
?
(
「
正
月
七
日
、
子
日
」

の
年
)
(
考
4
)

(
は
)

m
t問
永
久
二
年
(
一
一
一
四
〉
十
二
月
廿
六
日
(
『
中
右
記
』
〉

m
t
m永
久
元
年
(
一
二
三
)
春
?
(
「
春
く
は
〉
れ
る
年
」
)
(
考
5
)

問
永
久
三
年
(
一
二
五
)
夏
?
(
「
内
府
」
は
忠
通
)
(
考
6
〉

m
t
m永
久
四
年
(
一
一
一
六
〉
四
月
四
日
(
歌
合
証
本
)

m
t
m長
治
年
間
(
一
一

O
四
l
六
〉
?

m
t
m元
永
元
年
(
一
一
一
八
)
五
月
(
歌
合
証
本
〉

m元
永
元
年
(
二
一
八
)
六
月
十
六
日
(
『
柿
本
影
供
記
』
『
古
今
著
聞

集
』
)

訓

t
制
元
永
元
年
(
二
一
八
〉
六
月
廿
九
日
(
歌
合
証
本
〉

制
元
永
二
年
(
一
一
一
九
)
四
月
十
一
日
(
『
長
秋
記
』
〉

部
元
永
二
年
(
一
一
一
九
)
七
月
十
日
(
『
長
秋
記
』
〉

制
保
安
二
年
(
一
二
二
)
閏
五
月
十
三
日
(
歌
合
証
本
)

抑
制

I
制
保
安
二
年
(
一
=
二
)
閏
五
月
廿
六
日
(
歌
合
証
本
)

部
t
制
保
安
二
年
三
三
二
)
六
月
廿
八
日
?
(
『
続
詞
花
集
』
)

-443ー
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制

t
制
保
安
四
年
(
一
二
三
一
)
春
(
「
新
院
」
は
鳥
羽
院
〉

人
名
比
定

2
藤
中
将
(
藤
原
宗
通
)

3
M
二
位
(
従
二
位
藤
原
親
子
)

叩
い
な
ば
の
か
み
(
藤
原
長
実
〉

お
橘
の
な
り
と
も
(
不
詳
)
(
考
8
)

加
藤
大
納
言
(
藤
原
公
実
)

日
新
大
納
言
(
藤
原
経
実
)

河
川
郡
平
等
院
の
あ
ざ
り
、
僧
正
(
行
尊
)

釘
せ
ん
さ
き
の
さ
い
ゐ
ん
(
不
詳
)
(
考
9
〉

山
江
中
納
言
(
大
江
匡
一
房
)

山
荘
厳
院
法
眼
(
実
覚
、
源
師
房
子
?
)
(
補
注
)

山
中
納
言
(
藤
原
仲
実
、
実
季
男
)
、
前
斎
院
(
令
子
内
親
王
)

山
真
尊
阿
闇
梨
(
藤
原
良
綱
子
?
)
(
考
印
)

印
く
ら
人
の
じ

-x
う
(
藤
原
成
通
)
、
ゑ
ち
ご
の
か
み
(
藤
原
敦
兼
)

mだ
い
ご
の
座
主
(
勝
覚
、
源
俊
房
子
?
)
(
考
日
)

間
雲
居
寺
上
人
(
謄
西
)

間
内
府
(
藤
原
忠
通
)

m
m新
中
将
ハ
源
雅
定
〉

制
兵
衛
の
か
み
(
藤
原
実
行
)

mと
さ
の
か
み
(
藤
原
顕
保
、
家
保
男
〉
、
は
り
ま
の
か
み
(
藤
原
基
隆
〉

ハ
考
ロ
)

制
贈
左
大
臣
(
藤
原
長
実
〉

部
皇
后
宮
(
令
子
内
親
王
)

抑
兵
衛
の
か
み
、
く
ら
人
の
ぶ
つ
ね
(
不
詳
)
、

原
顕
輔
)
(
考
日
)

(
考
1
)
戸
谷
三
都
江
氏
、
上
野
理
氏
『
後
拾
遺
集
前
後
』
(
一
一
一
l
l
二

頁
、
昭
日
刊
)
等
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
こ
の
贈
答
は
『
津
守
国
基
集
』

m
t
m
Q私
家
集
大
成
』
本
)
に
見
え
て
お
り
、
顕
季
を
「
兵
衛
佐
」

と
呼
ん
で
い
る
。
『
公
卿
補
任
』
に
よ
れ
ば
「
同
〈
延
久
〉
六
正
廿
八
左

兵
衛
権
佐
。
承
保
二
正
廿
八
讃
岐
守
」
と
あ
る
。
讃
岐
守
に
な
っ
た
時
、

左
兵
衛
権
佐
を
や
め
た
と
は
限
ら
な
い
が
、
以
後
は
「
讃
岐
守
」
と
呼
ぶ

の
が
普
通
で
あ
る
か
ら
、
「
又
の
と
し
の
二
月
」
は
承
保
元
年
(
一

O
七

(
臼
)

四
)
の
可
能
性
が
強
い
(
承
保
二
年
の
可
能
性
も
な
く
は
な
い
が
)
。

(考
2
〉
こ
の
贈
答
『
金
葉
和
歌
集
』
二
度
本
7
1
8
、
三
奏
本
7
I
8

(
『
新
編
国
歌
大
観
』
本
)
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
む
月
の
つ
い
た
ち
こ
ろ
」
「
正

月
朔
」
と
し
て
見
え
、
『
公
実
集
』
断
簡
(
『
私
家
集
大
成
』
)
に
も
「
む
つ

き
の
つ
い
た
ち
」
と
あ
る
。
配
列
で
は
、
康
和
四
年
(
一
一

O
二
)
辺
り

で
あ
る
が
元
日
こ
ろ
雪
は
な
い
。
戸
谷
氏
は
降
雪
の
記
録
か
ら
長
治
二
年

(
一
一
(
)
五
)
と
さ
れ
る
が
、
あ
る
い
は
、
前
年
の
幕
か
ら
雪
が
降
り
、
十

二
月
品
川
日
に
「
白
雪
高
積
、
寒
気
殊
甚
、
」
と
あ
り
、
翌
元
日
に
「
天
晴
、

但
宿
雪
留
v
庭
、
」
(
『
中
右
記
』
)
と
あ
る
康
和
五
年
(
一
一

O
三
)
か
。

(考
3
)
家
集
詞
書
は
「
長
治
二
年
三
月
四
日
、
行
幸
し
て
三
日
お
は
し

ま
し
し
た
び
、
池
上
花
題
」
と
あ
る
(
諸
本
日
時
に
異
同
な
し
)
。
配
列

か
ら
は
「
長
治
二
年
」
で
相
当
で
あ
る
が
、
該
当
行
事
が
見
当
ら
ず
、
月

日
及
び
題
の
一
致
か
ら
、
嘉
承
二
年
ハ
一
一

O
七
)
三
月
五
日
か
ら
八
日

に
か
け
て
の
鳥
羽
殿
行
幸
を
誤
っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
配
列
か
ら

み
ま
さ
か
の
か
み
(
藤

-. 444 ~ 



い
っ
て
、
こ
の
誤
り
は
当
初
か
ら
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

(
考
4
)
「
正
月
七
日
、
子
日
に
あ
た
り
た
り
し
に
」
と
あ
る
の
で
、
長
治

一
一
年
(
一
一

O
五
)
、
嘉
承
元
年
(
一
一

O
六
)
、
天
仁
二
年
(
一
一

O

(
リ
日
〉

九
)
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
年
代
順
の
配
列
を
考
慮
す
る
と
、
山
が
前
述

の
よ
う
に
嘉
承
二
年
ゆ
え
、
天
仁
二
年
が
有
望
だ
が
、
川
は
長
治
二
年

(
一
一

O
玉
)
と
誤
認
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
嘉
承
元
年

で
も
よ
い
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
詞
書
中
の
「
中
納
言
」
と
「
前
斎
院
」
を
誰
と
と
る
か
も
難
し

い
。
「
中
納
言
」
は
藤
原
仲
実
(
実
季
男
、
顕
季
の
婿
、
康
和
四
年
正
月

権
中
納
言
)
か
藤
原
宗
通
(
俊
家
男
、
顕
季
の
婿
、
承
徳
二
年
正
月
権
中

納
言
、
天
永
二
年
正
月
廿
三
日
権
大
納
言
)
、
「
前
斎
院
」
は
令
子
内
親
王

(
康
和
元
年
よ
り
天
仁
元
年
ま
で
の
呼
称
〉
か
禎
子
内
親
王
(
天
仁
元
年

よ
り
保
安
四
年
ま
で
の
呼
称
)
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
「
中
納
言
」
は
、
右
衛
門
督
や
按
察
使
の
兼
官
の
あ
る
宗
通

よ
り
兼
官
の
な
い
仲
実
の
方
が
有
力
で
、
「
前
斎
院
」
は
扮

t
却
に
「
皇

后
宮
」
と
し
て
見
え
て
い
る
令
子
内
親
王
の
方
が
有
力
で
あ
る
。
ま
た
、

仲
実
は
顕
季
の
高
松
第
に
住
ん
で
お
り
、
顕
季
が
代
作
す
る
の
に
都
合
が

(お〉

よ
い
。不

確
定
な
要
素
が
多
い
が
、
嘉
承
元
年
、
藤
原
仲
実
、
令
子
内
親
王
の

組
合
せ
が
最
も
可
能
性
が
高
い
。

(
考
5
)
戸
谷
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
「
於
ニ
七
条
亭
一
人
々
、
桜
歌
十

首
よ
み
し
に
」
と
詞
書
さ
れ
た
歌
の
う
ち
、
間
下
旬
に
「
春
く
は
〉
れ
る

と
し
の
し
る
し
に
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
間
三
月
の
あ
る
永
久
元
年
ハ
一

(
M
U
 

一
一
一
ニ
〉
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
「
春
く
は
〉
れ
る
」
を
春
に
閏
月
の
あ

る
年
と
考
え
て
、
閏
正
月
の
あ
る
永
久
四
年
(
一
一
一
六
)
の
可
能
性
も

あ
る
と
す
る
井
上
氏
説
も
あ
る
。

な
お
『
散
木
奇
歌
集
』
第
一
、
二
月
、
同
町

t
苅
(
『
私
家
集
大
成
』
本
)

に
「
修
理
大
夫
顕
季
卿
六
条
家
に
て
、
桜
歌
十
首
人
ノ
〈
¥
に
よ
ま
せ
侍
け

る
に
」
と
詞
書
す
る
歌
が
あ
り
、
披
講
場
所
が
異
な
る
が
同
じ
も
の
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
も
し
、
そ
う
だ
と
す
る
と
「
二
月
」
に
入
れ
た
の
は
何

か
根
拠
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

(考
6
)
井
上
氏
は
「
内
府
」
を
源
雅
実
と
さ
れ
る
が
「
東
三
条
」
は
藤

原
忠
遁
第
で
あ
る
か
ら
、
「
内
府
」
は
忠
通
で
あ
り
、
任
内
大
臣
は
永
久

三
年
(
一
一
一
五
)
四
月
廿
八
日
で
あ
る
。
肥
列
と
季
節
か
ら
永
久
三
年

夏
の
可
能
性
が
高
い
。

(考
7
)
こ
の
歌
の
年
次
に
つ
い
て
は
、
注
ハ
1
)
拙
稿
で
ふ
れ
た
こ
と

晩

が
あ
る
が
、
羽
詞
書
「
皇
后
宮
に
て
庚
申
夜
、
暁
風
知
秋
井
恋
」
、
初
詞

書
「
お
な
じ
夜
又
、
草
の
は
な
を
ま
つ
井
恋
」
の
二
つ
か
ら
、
『
続
詞
花

和
歌
集
』
巻
三
の
美
濃
の
歌
を
そ
の
詞
書
「
み
な
月
の
比
ほ
ひ
、
二
条
の

大
き
大
后
宮
、
待
草
花
歌
人
々
に
よ
ま
せ
給
け
る
に
」
(
群
書
類
従
本
)

に
よ
っ
て
同
時
の
も
の
と
認
め
、
家
集
の
配
列
(
保
安
二

t
三
年
が
相

当
)
を
も
勘
案
し
、
こ
れ
ら
の
条
件
を
全
て
み
た
す
日
を
捜
す
と
、
保
安

二
年
(
一
二
二
)
六
月
廿
八
日
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
月
日
は
、
「
晩

風
如
秋
」
と
い
う
題
に
も
季
節
的
に
矛
盾
し
な
い
。

(考
8
)
こ
の
人
名
は
、
「
橘
長
基
」
(
凶
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
)
、
「
た

ち
ば
な
の
な
か
も
と
」
(
同
京
都
大
学
蔵
本
)
、
「
橘
の
な
か
と
も
」
(
付
書

陵
部
蔵
本
以
下
同
附
に
属
す
数
本
)
等
異
同
が
あ
る
が
、
該
当
す
る
人
物

を
見
出
し
え
な
い
。

に
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(考
9
)
諸
本
異
同
な
し
。
川
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
は

院
」
。
「
前
前
斎
院
」
で
あ
ろ
う
か
、
不
詳
。

(
考
叩
)
『
尊
卑
分
脈
』
に
は
、
師
ヰ
ア
公
孫
藤
原
定
任
子
真
尊
(
寺
、
二
会

講
師
〉
と
長
良
卿
孫
藤
原
良
綱
子
真
尊
(
山
、
権
律
師
、
北
野
別
当
)
の

二
人
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
多
分
後
者
で
あ
ろ
う
。
平
林
盛
得
・
小
池

一
行
氏
編
『
僧
歴
綜
覧
』
(
昭
日
刊
)
で
は
真
尊
は
一
人
と
し
て
扱
っ
て

い
る
が
、
『
僧
綱
補
任
』
の
応
徳
三
年
(
一

O
八
六
)
に
「
五
十
二
。
肥

後
守
定
任
子
」
と
見
え
る
真
尊
と
、
永
久
元
年
(
二
一
三
)
以
後
に
見

え
、
保
安
元
年
(
一
二
一

O
)
五
月
十
二
日
に
五
十
六
歳
で
入
滅
し
た
真

尊
と
は
別
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
定
任
子
、
良
綱
子
に
当
る
と
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。
良
綱
子
の
真
尊
は
記
録
に
散
見
さ
れ
る
が
、
嘉
承
元
年
三
一

O
六
)
七
月
一
日
勅
勘
を
蒙
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
『
中
右
記
』
保
安
元
年

五
月
十
三
日
条
に
「
今
朝
以
v
使
問
ニ
真
尊
律
師
病
悩
一
之
処
、
使
帰
来
云
、

昨
日
己
入
滅
、
初
聞
ニ
此
事
一
一
誠
以
如
v
夢
、
年
来
云
ニ
雑
事
一
之
入
品
、
真

尊
ハ
故
但
馬
守
良
綱
朝
臣
息
男
、
故
仁
覚
座
主
弟
子
山
也
、
頗
為
ニ
学
生
一
補
ニ

北
野
別
当
一
後
、
当
二
時
北
野
行
幸
賞
一
任
ニ
権
律
師
一
也
」
と
あ
る
。

(
考
日
)
『
醍
醐
寺
座
主
譲
補
次
第
』
(
『
続
群
書
類
従
』
巻
九
七
所
収
)
に

よ
れ
ば
、
可
能
性
の
あ
る
の
は
、
応
徳
三
年
(
一

O
八
六
)
六
月
十
六
日

に
第
十
四
代
の
座
主
に
任
ぜ
ら
れ
た
勝
覚
(
源
俊
房
子
)
と
、
勝
覚
に
次

い
で
永
久
四
年
(
一
一
二
ハ
)
五
月
廿
三
日
に
第
十
五
代
座
主
に
任
ぜ
ら

れ
た
定
海
(
源
顕
房
子
)
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
と
も
決
し
難
い
が
、
家
集

の
肥
列
を
信
ず
れ
ば
、
前
者
の
方
が
可
能
性
が
高
そ
う
で
あ
る
。

(
考
ロ
〉
部
は
家
集
の
配
列
に
よ
れ
ば
、
元
永
二
年
(
一
一
一
九
)
春
ご

ろ
か
と
思
わ
れ
る
。
当
時
の
「
と
さ
の
か
み
」
は
、
顕
季
の
孫
で
あ
る
家

「
せ
ん
前
の
斎

保
男
顕
保
、
「
は
り
ま
の
か
み
」
は
藤
原
基
隆
(
家
範
男
)
で
あ
っ
た
。

前
者
は
『
中
右
記
』
元
永
元
年
〈
一
一
一
八
)
十
一
月
廿
五
日
条
、
保
安

元
年
(
一
二
一

O
)
六
月
廿
二
日
条
に
と
も
に
「
土
左
守
顕
保
」
と
見

え
、
後
者
は
『
公
卿
補
任
』
に
よ
り
、
永
久
三
年
(
一
一
一
五
)
よ
り
保

安
二
年
(
一
三
二
)
に
か
け
て
播
磨
守
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
。
な
お
、
基
隆
が
顕
保
を
婿
に
し
た
こ
と
は
他
に
所
見
が
な
い
。

(
考
日
)
制
は
保
安
二

l
三

年

竺

三

二

t
二
)
ご
ろ
と
考
え
ら
れ
る

が
、
詞
書
も
不
明
瞭
で
難
解
で
あ
る
。
「
兵
衛
の
か
み
」
は
顕
季
の
婿
藤

原
実
行
〈
保
安
三
年
十
二
月
廿
一
日
ま
で
右
兵
衛
督
)
か
、
顕
季
の
孫
藤

原
伊
通
(
実
行
の
後
、
右
兵
衛
督
に
任
ず
〉
か
と
思
わ
れ
る
が
、
「
く
ら

人
の
ぶ
つ
ね
」
が
比
定
で
き
な
い
。
同
京
都
大
学
蔵
本
の
み
「
く
ら
人
の

少
将
」
と
あ
る
が
、
誤
写
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
み
ま
さ
か
の
か
み
」
は

顕
輔
で
よ
い
で
あ
ろ
う
。

〔注〕

(

1

)

拙
稿
「
藤
原
顕
季
伝
の
考
察
」
(
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
臼
・

8
)

(

2

)

「
『
六
条
修
理
大
夫
集
』
の
問
題
点
」
(
中
世
文
学
会
口
頭
発
表
、

於
山
梨
大
学
、
昭
回
・
日
・
ロ
)

(
3
〉
同
京
都
大
学
蔵
本
が
や
や
異
色
の
本
文
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
『
私

家
集
大
成
』
解
題
(
上
野
理
氏
執
筆
〉
は
そ
れ
を
「
定
家
本
系
」
(
定

家
風
の
書
体
を
臨
写
し
て
い
る
た
め
)
と
し
、
他
の
諸
本
を
「
流
布

本
系
」
と
二
つ
に
大
き
く
分
け
て
い
る
が
、
川
大
東
急
記
念
文
庫
蔵

本
の
出
現
に
よ
り
、
同
の
独
自
の
特
色
と
思
わ
れ
た
異
文
の
一
部
が

附
に
も
共
通
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
二
つ
に
大
別
せ
ず
、
単

に
並
列
す
る
分
類
法
を
と
っ
た
。
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(

4

)

「
詞
五
通
」
の
下
の
三
字
読
み
に
く
い
。
諸
本
は
「
其
(
あ
る
い

は
共
)
三
百
首
」
と
あ
る
が
、
本
書
の
字
形
は
「
モ
シ
て
」
に
近

い
。
あ
る
い
は
「
其
三
首
」
か
。
注

(
5
〉
の
『
弘
文
荘
待
費
古
書

目
』
も
そ
う
読
ん
で
い
る
。
「
和
吾
」
以
下
と
ほ
ぼ
同
じ
奥
書
は
京

都
大
学
蔵
本
を
除
く
全
て
の
本
に
あ
る
が
、
歌
数
が
現
存
歌
数
一
ニ
ム
ハ

八
首
と
異
な
る
等
不
審
が
あ
る
。

(

5

)

本
書
は
『
弘
文
荘
待
賀
古
書
目
』
お
(
昭
ぬ
・

1
)
に
所
載
さ

れ
、
『
国
書
総
目
録
』
に
は
「
遠
藤
武
(
重
美
ど
と
見
え
て
い
る
。

(
6
)
ω
は
二
行
分
、
倒
は
一
行
分
の
脱
文
で
あ
ろ
う
。

(
7
〉
同
京
都
大
学
蔵
本
は
「
い
た
う
な
う
ら
み
そ
」
と
あ
り
、
こ
れ
が

よ
い
。

(

8

)

群
書
類
従
本
も
「
み
づ
が
き
の
い
と
久
し
く
も
」
と
あ
る
。

(
9
)

小
沢
麗
庵
の
私
家
集
集
成
に
つ
い
て
は
、
久
骨
神
昇
氏
「
小
沢
藍

庵
と
和
歌
集
蒐
集
」
(
「
書
誌
学
」
昭
ロ
・
4
)
及
び
井
上
宗
雄
氏
「
小

沢
謹
庵
本
歌
合
集
・
私
家
集
に
つ
い
て
1

1
今
治
本
歌
合
集
を
中
心

に
l
l」
(
「
和
歌
史
研
究
会
会
報
」
侃
昭
回
・
ロ
)
に
言
及
さ
れ
て

い
る
。

〈
凶
)
橋
本
不
美
男
・
滝
沢
貞
夫
氏
『
桝
堀
河
院
御
時
百
首
和
歌
と
そ
の

研
究
摂
篇
』
(
昭
日
刊
)
に
よ
る
。

〈
日
〉
神
宮
文
庫
蔵
御
亙
本
が
ど
の
よ
う
な
『
堀
河
院
百
首
』
証
本
に
よ

っ
た
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
源
顕
仲
の
歌
を
存
す
る
こ
と
か

ら
、
永
縁
を
欠
く
一
五
人
本
か
一
六
人
本
で
あ
り
、
前
者
は
伝
本
稀

ゆ
え
、
二
ハ
人
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。

(
ロ
)
戸
谷
氏
論
文
参
照
。

(
日
〉
戸
谷
氏
が
と
り
上
げ
ら
れ
た
『
公
卿
補
任
』
の
「
同
〈
承
保
〉
一
ニ

〔
左
兵
衛
尉
労
く
〕

正
五
従
玉
上
(
労
)
。
」
の
記
述
は
、
そ
の
前
の
「
延
久
元
十
二
十
七

左
兵
衛
尉
。
」
に
関
わ
る
も
の
で
、
当
面
の
問
題
に
は
関
係
な
い
。

(

U

)

井
上
氏
が
前
掲
書
九
一
頁
で
「
一
一
五
は
正
月
七
日
が
子
日
に
当

っ
た
年
の
贈
答
歌
だ
が
、
長
治
一
一
、
嘉
承
元
、
天
仁
元
年
の
内
の
何

れ
か
で
、
或
は
天
仁
元
か
。
」
と
さ
れ
た
「
天
仁
元
年
」
は
「
天
仁

二
年
」
の
勘
違
い
か
。

(
日
)
『
中
右
記
』
永
長
元
年
十
二
月
二
日
条
参
照
。

(
日
)
戸
谷
氏
が
閏
三
月
あ
る
年
と
し
て
永
久
二
年
(
一
一
一
四
)
と
さ

れ
た
の
は
勘
違
い
で
あ
ろ
う
。

〔
補
注
〕
『
今
鏡
』
諜
塩
の
煙
に
「
山
階
寺
の
実
覚
僧
都
な
ど
申
し
て
お

は
し
き
。
荘
厳
院
の
僧
都
と
申
し
〉
な
る
べ
し
。
」
と
あ
る
人
物
か
。

〔
付
記
〕
本
調
査
に
際
し
、
御
所
蔵
の
図
書
の
閲
覧
・
複
写
を
許
さ
れ
た

諸
文
庫
・
機
関
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

な
お
、
本
稿
脱
稿
後
、
内
田
徹
氏
「
「
六
条
修
理
大
夫
集
」
に
つ
い
て
」

(
和
歌
文
学
会
例
会
口
頭
発
表
、
於
駒
沢
大
学
、
昭
回
・

9
・
口
)
の
発

表
が
あ
っ
た
。
本
稿
の
「
一
、
諸
本
」
と
関
わ
る
点
が
多
い
が
、
あ
え
て

加
筆
を
さ
し
控
え
た
。

月

iA
官

刈
吐


